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都市ガスと LP ガス

家庭や店舗で使用される燃料用ガスには、主に都市ガスとLPガスの二種類
が存在します。この二つは成分や製造方法、供給方式が異なり、それぞれ
に特有の利点があります。都市ガスの主成分はメタンです。メタンは天然
ガスの主要な構成要素であり、比重が空気より軽いという性質を持ってい
ます。都市ガスは、海外で産出した天然ガスを冷却し液化天然ガスにし、
その状態でタンカーにより運搬し、国内の基地で気化されます。この天然
ガスは常温では液化させることが難しいため、気体のまま地下に埋設され
た配管を通じて各家庭や施設に供給されます。この供給方式のおかげで、
利用者はガスボンベの交換や在庫管理を気にする必要がなく、継続的かつ
安定的にガスを使用することができます。配管網が整備された都市部で
は、供給が途切れる心配が少なく、利便性が高いと言えるでしょう。一
方、LPガスはプロパンやブタンといった成分を主体としており、液化石油
ガスとも呼ばれています。これは、原油を精製する過程や、天然ガスを採
取する過程で副産物として生成される成分を分離、精製することで製造さ
れます。これらの成分は比較的低い圧力で容易に液化する性質を備えてい
るため、液体の状態でガスボンベに封入して供給することが可能です。こ
の特性により、配管が整備されていない地域や、山間部、離島など都市ガ
スの供給が困難な場所でも、ボンベを運搬するだけでガスを利用できると
いう利点があります。さらに、LPガスは都市ガスに比べて燃焼時の発熱量
が大きいため、少量でも高い熱出力を得られる点も特徴の一つです。な
お、プロパンガスという呼び方を耳にすることがありますが、これはLPガ
スの一種であり、主成分であるプロパンに由来する名称です。日常会話で
は「プロパンガス」という表現がLPガス全体を指す意味で使われることも
少なくありません。このように、都市ガスとLPガスは成分や製造方法、供
給方式が異なり、それぞれの地域環境や設置条件に応じて適切に選択さ
れ、私たちの生活を支える重要なエネルギー源としての役割を果たしてい
ます。


